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フードディフェンス上 のリスクが   
なぜ極大化して伝えられるのか 

 
 

2015年4月26日

広田鉄磨 
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どこでフードディフェンスが語
られているか？ 
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アメリカ・カナダ 

• FDA主導、国家的水準での討議 

• 2001年のテロ事件（911）の影響大 

• 実際に  

    １．フードテロが実行され  

    ２．計画された 

• CARVER-SHOCK 法  

• しかし 現在は 中小企業への集中緩和策免除
検討、人による管理(Employees FIRST)への回帰
を見せる 
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イギリス 

• 英国規格協会主導、公開規格(PAS96) 

• 国情不安定が長く続き 国内テロは頻発 

• フードテロの実行は 過去にはない 

• TACCP 

• PAS96の大幅改訂継続中 
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スイス：WHO本部 

• グローバル しかし 脚光は浴びていない 

• テロを防止する事より テロによる被害からの
立ち直りに重点 
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日本・中国 

• 日本がブランドオーナー、中国が協力会社と
いった関係 

• 厚労省の主導とは言い難い（国家としての対
応なし） 

• 今村知明教授を首班とする研究班によって
作成されたガイドライン 

• 23年度版のガイドラインとチェックリストで監
視カメラ （という名の単なる録画カメラ）の重
要性が強調された 
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日本の特徴として 録画カメラへの傾斜 

• 録画カメラは有効なのか？（監視カメラとして
機能するか？） 

• イギリス、アメリカで 監視カメラといえば 
CCTV 

• 録画カメラに 犯罪抑止機能はあるのか？ 
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録画カメラは有効なのか？ 
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T.Hirota Food Defense 9 
http://www.hanzai.net/institution/conv.htm 
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コンビニ 
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T.Hirota Food Defense 11 それよりも設備の活用率に差 

コンビニ 

銀行・郵便局 

録画カメラ 

有効 

• 犯人がカメラの存在に   
犯行の場で初めて気づいた 

• 犯人が画像をもとに検挙され
ることを恐れている 

無効 

• 犯人がカメラの死角まで 
熟知している 

• 犯人が検挙されることを恐
れていない 

小心                        大胆 
衝動的犯行                   周到な準備の上での犯罪 
内部に                      内部を熟知した者 
 不案内な侵入者                      
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では 誰が録画カメラを推進
したのか？ 
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食品によるバイオテロの   
危険性に関する研究班 
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フードディフェンス研究班 
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23年度版 T.Hirota Food Defense 15 

ガイドライン序文 

• テロ と 悪意のある混入が 混同されている 

• なぜ フードディフェンスをやらなければなら
ないかを議論する前に 「国際的な潮流によ
り」 が理由とされ フードディフェンスをやる
ことが 前提条件に格上げされてしまってい
る 

• FDAは事業所であるのに対して 「事業者」 

• FDA が決して口にしなかった言葉「とるべき」
が いたるところで使用されている 
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日本企業における 

フードディフェンス 
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事例１：テーブルマーク 

• Food Safety, Food Quality, Food Defense, Food 
Communication としての取り組み 

• CARVER+Shock, SGS Operational Risk 
Management (ORM) 

• セキュリティー確保のため具体的な施策は非
開示、しかし 従業員教育と一体化      
（以人為本） していることは公表 
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事例２：サントリー 

• CARVER+Shock法は あきらめ 今村知明教授の
平成23年度版「食品工場における人為的な食品
汚染防止に関するチェックリスト」で判定 

• 入れない、させない、証明できる、発見できる 

• 施錠なし（レベル１）、施錠あり（レベル２）、エリア
への入退場の記録がある（レベル３）、カメラは
設置されているが映像記録はなし（レベル４）、カ
メラが設置されていてかつ映像記録もあり（レベ
ル５） 
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事例３：ＪＡ全農ミートフーヅ 

• 脆弱点としての食肉（パック）に対する意識 

• いわゆる偶発的な混入防止対策（ＳＱＦ） 

• アクセスの管理 

• （牽制機能としての）監視カメラ 
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事例４：シェ・ケン 

• セントラルキッチン 

• いわゆる偶発的な混入防止対策（ＦＳＳＣ）…
アレルゲン、ガラス異物、微生物 

• アクセスの管理 

T.Hirota Food Defense 21 

カメラを含むハードを 強
化 しかし 人に立ちか

える 

カメラを含むハードを強
化 

ハードに極度に依存せ
ず条項１８．２の 

範囲内 

テーブルマーク 

サントリー 

ＪＡ全農ミートフーヅ、 
シェ・ケン、 
ネスレ日本 
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一応のまとめ 

• 日本では各社・各様、まだ 試行錯
誤の段階 

• 録画カメラからの 「離反」が出てき
ている 

• 事業所の範囲でしか 物事を考えて
いない（サプライチェーン、社会とし
ての視点がない） 
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日本における 

極大化の源泉 
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       フードテロの定義 
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少なくとも 特定の信条・宗教を背景にし       
対立する集団に対して  

致命的な打撃を与えようとする 特定集団。     
個人が主犯となる場合には 
その背景に マインドマスターがいる 
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それが食品を キャリアーとして使用するのが  
フードテロ 

T.Hirota Food Defense 30 



2015/4/20 

16 

＋アクリフーヅ 
T.Hirota Food Defense 31 

テロリストは 

何を危害物質に選ぶのか？ 
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フードテロに使用される可能性の高い
危害物質 

         × 物理的危害 
    ☆☆  微生物的危害（消費者に近いところに 
         限定される） 
☆☆☆ 化学的危害 
 
化学的な危害では いわゆる毒物。 
• 即効性のあるもの 
• 低用量で致死的効果を示すもの 
• 味・臭いの少ないもの 
• 分解されにくいもの 
• （検知されにくいもの） 
 
 
 
 

フードテロの特色 

• ターゲットを絞り 予定通りの効果をあげ    
一斉に犠牲者がでることで ターゲットに混乱を
引き起こすには テロを 食品の消費に近いとこ
ろで行わねばならないという束縛要件がある    
 唯一の事例 アメリカでのサラダバー 

• 消費に近いところで 大量の汚染を引き起こすこ
とには 作業上の困難を伴う 

• 工程や 食品の保管中に安定である 危害（物
質）を入手することは難しい 
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フードテロの特色 

• 消費者の「食べる」という テロへの協力作業
を必要とする 

1. 食べるタイミングをコントロールできない 

i. 学習の機会を与えてしまう 

2. 食べる量をコントロールできない 

i. 効果が ばらつく 

3. （異常を察知して食べるのをやめる、吐き出す） 

i. 効果が ばらつく   

 

通常テロの効果を上げるには 

• 閉鎖空間（地下鉄、建物の中など）で 

• 人が密集している場所・機会を狙う 

• そこでは 爆発物も 毒ガス、病原菌ミストも
多大な効果を生み出す 
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テロリストはプロである 

• 防御の裏をかく（100％有効な緩和策などな
い） 

• 既知の検査はすり抜ける（身体チェックをしよ
うが 持ち物をあらためようが 検知はむり）  

 

WHO,WHAT,HOWについての詰めが甘い 
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WHO 
誰が 

WHAT 
何を 

HOW 
どのように 

WHEN 
いつ 

WHY 
なぜ 

WHERE 
どこで 

FDA △ × △ 

PAS96  △ △ × 

WHO × △ × 

研究班 × × × 

 
 
 
 

工場での具体的な
緩和策 

〇 

〇 

× 

 ◎ 

 
 

アクリフーヅ事件のその後の日本 
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アクリフーヅ第三者検証委員会 
           最終報告       2014/5/29 

食品への意図的な毒物等の混入 
     の未然防止等に関する検討会報告書 
                                                           2014/6/27 
    

ガイドライン２５年度版 

• 「とるべき」 から （実施可能な）「とりうる」へ 

• 農薬への意識高まる 

• 外部よりの（外部者による）犯行懸念下がる 

• 外部（保健所）との連携強調 

 

• しかし これが急きょ改訂を必要とするほど 
の内容変更とも感じられない 

• またチェックリストは２３年度版のまま放置 
 



2015/4/20 

22 

体感治安 

まとめの言葉 

フードディフェンス上の空騒ぎ と 録画カメラ偏重は  
      まだまだ続いていく可能性が高い 
•   テロへの過剰な焦点 
•   体感治安の醸成の動き 
      警察の録画カメラ待望 
      小売りの Play the game by own rule 
      メディアの偏向 
      電器業界の復活願望 
      受け手側の手っ取り早い安全神話願望 
 
              
 
 




